
言葉が届くコミュニケーション 

対象：入職 1～3年まで 

内容：初級コース 

目的：自分の感じているコミュニケーションと他社が感じているコミュニケ

ーションの現状について考察を深める 

時間：2時間 
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20分 

意見交換 

 

コミュニケーションについて自身が感じている事

を 3分間で伝え合う。（合計 6分） 

終了後は次に話す相手を見つけ同じように意見交

換をする。 

全体で 3回～4回行う（参加人数や場所によって

検討いたします） 

 

 

導入 introduction 

 

自己紹介 

研修の目的 

研修の進め方 

 

構造化 

 

意見交換した内容をホワイトボードなどに構造化し

ていく 

＊方法は当日お示しいたします（参加人数によって

方法は検討いたします） 

構造化について 

まとめ 

 

構造化されたものを絡みえてくるものを会場ととも

に確認し、今現在参加者が感じている「コミュニケー

ション」の現状を共有する 

休憩 10分 



全体で 2 時間ですが、希望によって 3 時間バージョン、1 日バージョンへと

つなげていきます 

午後からの活動としまして 

  

 

 

 

 

 

1時間 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

30分 

 

 

 

 

 

 

 

 

20分 

ロールプレイ 

対象の現場で行われやすい状況を設定

し、6名前後のグループで行います。 

（例） 

看護職に対して行ったものとして 

親と高校卒業した子どもの場面 

子どもは卒業旅行に行きたいとおもっている 

親は卒業後遠くに行ってしまう子供と少しでも一緒

にいたいという思いがあり、旅行には消極的 

この状況で親役に条件をつけます。 

１．無視する 

２．話をはぐらかす 

３．相槌のみをする 

これらは患者様への対応場面で起こりやすいもの

で、相手にどのような感情を引き起こすのか考えて

もらいます。 

声を届ける技法 

声は届くのか 

声に重さはあるのか 

自分に向かってくる声は感じるのか 

声を本当に相手に届く事を実感してもらい、コミュ

ニケーションの基本ツールである「声」「言葉」につ

いて時間をしてもらい、遣うときにはどのような配

慮が必要かを考えてらいます。 

総括 

 

休憩 10分 


